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コロナ禍を克服し、命とくらしを守る。
　コロナ禍は政治の本質を浮き彫りにしました。
　こうした有事にこそ、リーダーの覚悟と力量が問われています。正解
のない問題が連続する中、市長として重い決断を即座にしなければなら
ない局面に幾度も遭遇してきましたが「誰一人取り残さない」という理念
の下、ワクチンという感染対策を最大限に活用しながら、市民の皆様と
厳しい荒波に対峙してまいりました。
　戸田市のワクチン接種は順調に進んでおり、３回目の接種も間隔を
６か月に前倒ししてスタートしたところです。また、コロナ治療の決定打で
ある経口薬（飲み薬）の処方も始まり、治療体制は確立されつつあり
ます。約６３０店舗が参加している「地域くらし応援券」事業も利用が
進んでいます。市民の皆様をはじめ、市議会、医療関係者のご協力と
市職員の奮闘に心から感謝を申し上げます。
　子どもが夢を追いかけ、家族や仲間で笑い合える穏やかな日常を
一日も早く取り戻すため、私は引き続き市民の命と暮らしを守る政治に
邁進します。そして、子育てや教育といった未来への投資はもとより、
超高齢社会を見据えた優しいまちづくり、激甚化する災害対策、さらには
デジタル化やカーボンニュートラルへの対応等の新たな取り組みにも
積極的に挑戦し、持続可能な戸田市の未来を切り拓いてまいります。
　これからも、情熱のすべてを燃やして市民の皆様が「このまちで良か
った」と実感する市政に全力を尽くしてまいります。

令和４年２月　戸田市長 菅原文仁
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外部の専門家３名による「公約検証委員会」の検証結果（令和3年11月）に
おいて、戸田市長すがわら文仁の1期目の公約達成率は、「達成」が
70.4%、「概ね達成」が26.1%、「一部実施」が3.4%、「未実施」が0%と、
「概ね達成」以上が96.5%との評価をいただきました。

〒335-0023 戸田市本町1-21-8-1F
TEL 048-432-3585
HP https://sugawarafumihito.com
Mail mail@sugawarafumihito.com

教育政策シンクタンクの設置
児童生徒に１人１台PC端末を配備
こども医療費（入院費）無償化１８歳まで拡大
保育コンシェルジュの設置
第３子以降の給食費半額減免制度創設
戸田東小学校・中学校の建替え実施
市内通学路に３００台の防犯カメラ設置
全学童保育室にＷｉＦｉ設置実施
不登校支援センター「すてっぷ」開設
2020五輪聖火リレー誘致成功
ふるさと祭りの市役所開催
PR大使「夏菜さん」「鳥羽シェフ」を任命

認知症サポーターを新たに２３００名養成
福祉ワンストップ総合相談窓口の設置
要介護改善に対する表彰制度を創設
戸田市手話言語条例の制定
上戸田川・さくら川の整備を加速化
治水を抜本的に転換し雨水貯留管の埋設へ
避難所となる全体育館に非常用発電整備
救急隊の１隊増隊・救急車の１台増車
市内3駅周辺の歩行喫煙の罰則化
戸田駅西口駅前交通広場の整備
JR埼京線の終電時間延長が実現
ボートレース戸田の売上げ向上 他

戸田市が2年連続県内1位
東洋経済新報社住みよさランキング2020

2021達成

【略歴】 昭和50年7月30日生まれ（46歳）
美谷本小・美笹中・伊奈学園総合高校、日本体育大学卒業
（教員免許）、会社設立・経営（6年）、明治大学大学院修了
（公共政策）、戸田市議会議員（2期・6年）、
埼玉県議会議員（2期・7年）、平成30年3月 第4代 戸田市長就任

【趣味】読書・ジョギング 【家族】両親･妻･娘･息子
【座右の銘】上杉鷹山翁の「なせば成る、なさねば成らぬ、何事も」

戸田競艇企業団企業長、蕨戸田衛生センター副管理者、（公財）戸田市国際交流協会
理事長、埼玉県ボート協会会長、埼玉県体操協会副会長、東京経営短期大学客員教授

HPはこちら

主な実績

公約達成率
戸田市長すがわら文仁は96.5%

公約集

エアコン設置率100%へ
市内小学校・中学校 体育館達成

平成28年度
達成

待機児童数「ゼロ」達成
令和2年度保育園県内ワースト1位▶



社会的孤立や困窮、コロナ禍によって生きる力を育む機会を得られない
子どもが増える中、置かれた境遇に関わらず、未来を担う「戸田っ子」を
地域全体で応援して人生の選択肢を広げていきます。

子ども応援
プロジェクト

若者からお年寄りまで運動や食生活改善等の健康づくりを促し、仕事
や地域活動等の「社会とのつながり」を応援し、人生100年時代を楽しく
豊かに過ごせる地域をつくります。

１００年健康
プロジェクト

気候変動により激甚災害が頻発する中、災害から市民の命と暮らしを
守るため市の総力を挙げて総合的な防災対策を講じ、市民による防災
行動の定着によって地域の防災力を高めます。

防 災
プロジェクトつの挑戦

安心・希望・持
続可能を

「子ども」 「健康」 「防災」 という、コロナ禍で
浮き彫りとなった我が国が直面する社会課題
に立ち向かうため、戸田からムーブメントを
巻き起こし、日本を変えていきます。

戸田から日本を変える
３大プロジェクト

● 原則すべての行政手続きをスマートフォンで完結させるデジタル化
● 原則すべての使用料や手数料の支払いをキャッシュレス化
● AI・RPA導入等の徹底的なＤＸによる改革とデータ駆動行政の推進

● 公民連携によるまちづくり実践フィールド「（仮）とだラボ」の設置
● 新たな社会課題解決手法のコレクティブ・インパクトやSIB導入の検討
● 「戸田市SDGs共創基金」の活用による市民活動・ＮＰＯの活性化

● 一人一改善運動や業務棚卸しによる不断の市役所改革の推進
● 公共施設等総合管理計画と公共施設再編プランの見直し
● 市出資法人の統合・連携・活用に関する方針の策定

デジタル
市役所

公民
連携

行財政
改革

未来志向の行政

● 迅速かつ安全な新型コロナワクチン接種の推進
● 市民医療センターにおける検査・処方・後遺症ケアの推進
● 臨機応変な対応による感染拡大防止と社会経済活動の支援

コロナ
克服

● こども医療費・ひとり親家庭等医療費の現物給付を県内他市へ拡大
● 認知症対策・がん対策を推進する条例の制定と施策の推進
● 糖尿病・慢性腎臓病予防やCOPD等の生活習慣病対策の推進

安心の
保健医療

● 健康な生活に向けた「スマートウェルネス推進プラン」の策定
● 健康を支える食育の推進と若者や子どものヘルスケアの充実
● 引きこもり支援や自殺予防等の心の健康・孤立対策の推進

健康
増進

命と健康を守りコロナ克服へ

● 「戸田市バイシクルシティ推進プラン」の策定と自転車まちづくりの推進
● バリアフリー基本構想による市内３駅周辺のバリアフリー化の推進
● 新曽土地区画整理事業の効率的な推進と北戸田駅西口駅前の整備

● 彩湖・道満グリーンパークの大規模リニューアルによるにぎわい創出
● 子どもが歩いて行ける場所にボール遊びができる拠点の設置
● 市民ニーズを踏まえた公園リニューアル計画の推進

● 上戸田川・さくら川や水路の着実な整備と水辺再生の推進
● 彩湖自然学習センターを拠点とした新たな水辺環境エコツアーの創設
● 荒川や市内河川空間のオープン化による水辺のにぎわい創出

快適な
街並み

公園の
魅力向上

水辺の
再生

豊かな住環境づくり
● 児童生徒の発達段階を踏まえた個別最適で協働的学びの推進
● 自然体験活動等の充実と豊かな人間性や生きる力を育む教育の推進
● STEAM教育やPBL・教育データの利活用等による教育改革

● 教育ニーズに対応した学校増改築の着実な実施
● 不登校の児童生徒が安心して通える校内サポートルームの設置
● 多様な学習機会確保のため全学校への特別支援学級の設置

● 郷土博物館のリニューアルとアートミュージアム設置の検討
● 産官学民連携による市民大学のDX化やリカレント教育の推進
● 図書館の居場所機能の充実やデジタル化の推進

教育
日本一

学校の
安心

豊かな
社会教育

誰一人取り残さない教育

● SDGs推進企業を認証する「とだSDGｓパートナー制度」の創設
● 循環型社会に向けたプラごみや食品ロスの削減と３Rの推進
● ２０５０年CO２実質排出ゼロに向けた「ゼロカーボンシティ宣言」表明

● 事業者のデジタル化支援や人材確保等ニーズに応じた施策の推進
● 商工会との連携によるプレミアム商品券の発行の検討
● 公共事業の発注・施工時期の平準化による地元企業の受注機会確保

● 人と動物の共生を推進する条例の制定と動物愛護施策の推進
● 「市の鳥」制定や新たな里地保全の推進による生物多様性確保の推進
● 「サクラソウプロジェクト」等の花と緑を守り育てる施策の推進

持続可能
な未来

経済の
好循環

緑と自然
を守る

環境と経済の好循環

● 地域で子育て支援を推進する条例の制定と施策の推進
● 子ども食堂等の居場所づくり支援を全小学校区で推進
● ヤングケアラーの支援を推進する条例の制定と施策の推進

● ひとり親家庭が養育費を確実に受け取れる保証料補助制度の創設
● 医療的ケアが必要な子どもに対応できる保育・教育環境の整備
● 総合的な児童虐待対策の推進と配偶者暴力相談支援センターの設置

● 全妊婦への面談・産後ケアの実施と不妊治療助成の拡大
● 第３子以降の学校給食費の完全無償化（所得制限なし）の実施
● 「待機児童ゼロ」継続に向けた保育園と学童保育のさらなる充実

子育て
の安心

子ども
全力応援

子どもを
守る

子育て支援の充実

● 文化芸術・スポーツを推進する条例の制定と施策の推進
● スポーツ振興に資する戸田市スポーツセンター建て替えの検討
● 戸田市文化会館を活用した市民が誇れる音楽イベントの実施

● 地域活性化に向けた「ボートのまちづくりコンソーシアム」の設置
● 著名人やアーティスト・スポーツチーム等との連携による魅力発信
● ふるさと納税を活用した地域の商品やサービスの魅力発信

● 公民館や町会会館へのWi-Fi環境整備による多世代交流の推進
● 子ども一日市長体験や市長ダイアログ（対話）の実施
● 地域担当職員制度の全市展開による地域活性化の推進

感動の
創出

地域資源
の発掘

対話する
市政

地域の誇りを高める
● 北大通りへの雨水貯留施設整備や下水道敷設・更新による浸水対策
● 国県と連携した笹目川の水門整備やボートコースを活用した治水の推進
● ３Ｄ都市モデルの整備による街の立体地図化と浸水対策の推進

● 消防東部分署の建替えと危機管理防災センター設置の検討
● 実践的な防災訓練の実施と中学生防災士の育成
● 福祉避難所の増設とペット同行避難支援の推進

● 見守り防犯カメラやボランティアによる子ども見守り体制の構築
● 特殊詐欺対策やインターネット人権侵害対策の推進
● ゾーン30増設や通学路整備等の交通安全対策の推進

治水の
徹底

いのち
最優先

市民を
守る

災害に強く安全なまち

● 人生１００年を豊かにする「シニア社会参加推進プラン」の策定
● ２０４０年問題を見据えた地域包括ケアシステムの充実
● 介護ロボットやAI等の導入による介護テックの推進

● 差別をなくし認め合う共生社会を推進する条例の制定と施策の推進
● 児童発達支援センターの充実による発達障がい支援の推進
● 企業や学校との連携による障がい者の雇用機会の創出

● 障がい者アート展の実施やパラスポーツに触れる機会の創出
● 性的マイノリティの方を対象とする「パートナーシップ宣誓制度」の策定
● 外国人市民との新たな交流の場創出による多文化共生の推進

一生涯の
安心

共生の
まち

多様性の
尊重

共に支え合う優しいまち

実現する
すがわら文
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